
有明工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 応用数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 4Z028 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 創造工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 有明高専の数学 第4 巻；有明高専数学科編、プリント等
担当教員 髙本 雅裕,青影 一哉,松田 康雄
到達目標
１．2 変数関数の偏微分に関する知識を習得し，関連する問題を解くことができる．
２．2 変数関数の2 重積分に関する知識を習得し，関連する問題を解くことができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
2 変数関数の偏微分に関する知識
を習得し，関連する発展的な問題
までも解くことができる．

2 変数関数の偏微分に関する知識
を習得し，関連する基本的な問題
を解くことができる．

2 変数関数の偏微分に関する知識
を習得しておらず，関連する基本
的な問題を解くことができない．

評価項目2
2 変数関数の2 重積分に関する知
識を習得し，関連する発展的な問
題までも解くことができる．

2 変数関数の2 重積分に関する知
識を習得し，関連する基本的な問
題を解くことができる．

2 変数関数の2 重積分に関する知
識を習得しておらず，関連する基
本的な問題を解くことができない
．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 B-1
教育方法等

概要

　この科目の内容は，2 年次までの解析学で学んできた微分積分を2 変数関数に拡張することを学びます．すなわち，2
つの変数を持つ関数について，その関数の微分と積分の計算およびその応用を学びます．
　工学の修得に，数学は必要不可欠です．工学の主たる部分は，数学的記法(新しい数式など)や数学的手法(新しい計算
方法など)を用いて展開されるからです．また，工学の問題を解決するための論理的思考形態(筋道を立てた考え方)は数
学のそれと類似のものだからです．
　したがって，この科目は，次の1)，2)，3)に重点を置いて，授業を行います．
1) ２変数関数および偏微分・2 重積分の意味を理解し，確実に計算ができること．また，それと1 変数関数の場合の微
積分との関係を理解できること．
2) 偏微分・2 重積分を専門科目に応用できること．
3) 常に，筋道を立てた考え方を行う習慣を付けること．
　とくに，3)については，たとえば，例題の解法を理解し，その解法を類似の問題へアレンジして適用できるようにな
ることは勿論のこと，新しい数式が専門科目に使われるときにすぐに応用できるようになること，さらに，数学や専門
科目などの学問だけに限らず，日常のさまざまな場面でも，新しい数式などが利用できないかと考え続けることも含ま
れます．

授業の進め方・方法
講義形式，グループワーク等による授業および問題演習．
内容の理解と定着をはかるため，教科書本文中の演習問題あるいは教科書巻末の問題集の演習問題のいくつかを適宜レ
ポートとして解答・提出してもらいます．

注意点 有明高専の数学 第1～3 巻の内容を理解している必要があります．
下記の「評価割合：試験」は，4回の定期試験を用いて評価します．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業の概要説明・2 変数関数 2 変数関数の概念を理解し関連する基本問題を解くこ
とができる．

2週 偏微分 偏微分の概念を理解し，その計算ができる．
3週 高階の偏微分 高次の導関数を求める計算ができる．

4週 全微分 全微分可能および全微分の概念と意味を理解し，全微
分の計算ができる．

5週 合成関数の微分 2 変数関数の合成関数の微分ができる．

6週 近似 2 変数関数の近似を理解し，近似式を求める計算がで
きる．

7週 誤差 2 変数関数の誤差を理解し，その計算ができる．
8週 中間試験

2ndQ

9週 2 変数関数のグラフ 2 変数関数のグラフが曲面であることを理解し関連す
る基本問題を解くことができる．

10週 接平面・法線 2 変数関数のグラフの接平面・法線を理解し，求める
計算ができる．

11週 極大・極小（その１） 2 変数関数の極大・極小を理解し，極値を求める計算
ができる．

12週 極大・極小（その２） 2 変数関数の極大・極小を理解し，極値を求める計算
ができる．

13週 条件付き極値問題 条件が付いた場合の極値を求める計算ができる．

14週 回帰直線と最小２乗法 ２次元のデータを整理して回帰直線を求めることがで
きる．

15週 期末試験
16週 テスト返却と解説

後期 3rdQ 1週 領域 平面内の領域と不等式の関係を理解し，領域の図示や
不等式の決定ができる．



2週 2 重積分の定義 2 重積分の概念を理解し，2 重積分の式を立てること
ができる．

3週 2 重積分の計算 2 重積分の計算方法を理解し，その基本的な計算がで
きる．

4週 2 重積分の計算 2 重積分の計算方法を理解し，応用的な計算ができる
．

5週 積分順序の変更 2 重積分の順序変更ができる．
6週 2 重積分の変数変換 2 重積分の変数変換ができる．
7週 極座標を用いた2 重積分の計算 極座標を利用した2 重積分の計算ができる．
8週 中間試験

4thQ

9週 2 重積分の広義積分 無限大が関係した2 重積分の計算ができる．

10週 体積（基本形） 2 重積分で体積が計算できることを理解し，その式を
立てることができる．

11週 2 つのグラフの間の体積 2 つのグラフの間の部分の体積を計算できる．

12週 グラフで囲まれた体積 2 つ以上のグラフで囲まれた部分の体積を計算できる
．

13週 曲面積（基本形） 曲面積の概念と計算式の導出を理解し，その計算がで
きる．

14週 グラフで囲まれた曲面積 2 つ以上のグラフで囲まれた部分の曲面積を計算でき
る．

15週 期末試験
16週 テスト返却と解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

簡単な場合について、不等式の表す領域を求めたり領域を不等式
で表すことができる。 3 後1

平面および空間ベクトルの内積を求めることができる。 3 前10
問題を解くために、ベクトルの平行・垂直条件を利用することが
できる。 3 前10

空間内の直線・平面・球の方程式を求めることができる(必要に
応じてベクトル方程式も扱う)。 3 前9

2変数関数の定義域を理解し、不等式やグラフで表すことができ
る。 3 前1,前2

合成関数の偏微分法を利用して、偏導関数を求めることができる
。 3 前5

簡単な関数について、2次までの偏導関数を求めることができる
。 3 前3,前4

偏導関数を用いて、基本的な2変数関数の極値を求めることがで
きる。 3 前11,前

12,前13
2重積分の定義を理解し、簡単な2重積分を累次積分に直して求
めることができる。 3 後2,後3,後

4,後5
極座標に変換することによって2重積分を求めることができる。 3 後7
2重積分を用いて、簡単な立体の体積を求めることができる。 3 後10,後11
2次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求めることができる。 3 前14

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 20 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


